
ページ基本例題 解答 の上から ， 行目

誤　　 ， に対して， とする。

　　このとき， となるから　　

正　　 ， に対して， とする。

　　このとき， となるから　　

ページ基本例題 解答

誤　関数 について，例えば ， に対して が対応するから， の値と の値は 対 に対応しない。

正　関数 について，例えば ， に対して が対応するから， の値と の値は 対 に対応しない。

ページ基本例題 解答 の下から 行目

誤　 のとき　　　　 　　　正　 のとき　　　　

ページ合成関数の極限の下から 行目

誤　関数 ， について， ， とする。

正　関数 ， について， ， とし， は で連続 ページ参照 とする。

ページ重要例題 解答の上から 行目

誤　 のとき，任意の正の実数 に対して， とする。

正　 のとき，任意の正の実数 に対して， とする。

ページ基本例題 の下から 行目

誤　三角形の極限　　　正　三角関数の極限

ページ基本例題 解答 の下から 行目

誤　 　　　正　

ページ

誤　関数 が で微分可能であるとき， を， ， を用いて表せ。

正　関数 が で微分可能であるとき， を， ， を用いて表せ。
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ページ基本例題

誤　 であり

　　　　　　　　　 ，

　　である。

正　 であり， のとき

　　　　　　　　　 ，

　　である。

ページ基本例題 解答の上から 行目

誤　 であり， ， である。

正　 であり， のとき， ， である。

ページ置換積分の定理の下から 行目

誤　連続関数 において， が開区間 上で微分可能な関数 で表されているとき，次が成り立つ。

正　連続関数 において， が開区間 上での 級関数 で表されているとき，次が成り立つ。

ページ基本例題 解答の上から 行目

誤　 　　　正　

ページ基本例題 側注の上から 行目

誤　 　　　正　

ページ重要例題 解答の最終行

誤　 　　　正　 　

ページ定義　多変数関数のグラフの下から 行目

誤　 ， ，……， ， ｜ ， ， ，……，

正　 ， ，……， ， ｜ ， ， ，……，

ページ基本例題 解答の上から 行目

誤　中心が点 ， ， ，焦点が ， ， ，　　　正　中心が点 ， ， ，焦点が ， ， ，
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ページ基本例題 の下から ， 行目

誤　下の解答のように，偏導関数の定義における，関数 ， のグラフ上の各点 ， で考える手順は形式的に省

　　いてよい。

正　下の解答のように，偏導関数の定義における，関数 ， の定義域内の各点 ， で考える手順は形式的に省

　　いてよい。

ページ 変数関数の重積分の性質の下から 行目

誤　このとき，任意の に対して，関数 ， は各長方形領域 上でも積分可能であり，次が成り立つ。

正　このとき，任意の に対して，関数 ， は各長方形領域 上でも積分可能であり，次が成り立つ。

ページ基本例題

誤　 　一般の 変数関数 ， ，……， の，有界閉領域 における積分

　　　　　 …… ， ，……， …… を多重積分という。

正　 　一般の 変数関数 ， ，……， の，有界閉領域 における積分

　　　　　 …… ， ，……， …… を多重積分という。

ページ 解答

解答を，次に丸ごとさしかえる。

とする。

であるから　　

であるから　　　

次に，数列 ， を ， ， ， ，…… で定める。

であるから　　　

であるから　　　

よって， は存在しない。

ページ 問題

誤　関数 が で微分可能であるとき， を， ， を用いて表せ。

正　関数 が で微分可能であるとき， を， ， を用いて表せ。
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ページ 解答の上から ， 行目

誤　

　　　　　　　　　　　　　　　 ･

正　

　　　　　　　　　　　　　　　 ･

ページ 解答 の上から 行目

誤　 のとき であるから　　

正　 のとき であるから　　

ページ 解答の上から ， 行目

誤　 において， であるから　　

　　よって， において　　

正　 において， であるから　　

　　よって， において　　

ページ の上から 行目

誤　よって　　 ･

正　よって　　 ･

ページ 解答の上から 行目

誤　平面の法線ベクトルを ， ， とする。

正　平面の法線ベクトルを ， ， とし， ， ， とする。

ページ 解答の下から 行目の側注

解答の下から 行目の側注とする。

ページ 解答 の最終行

誤　
･

･
　　　正　

･･

･
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ページ 解答 の上から 行目

誤　任意の正の実数 に対して， とする。　　　正　任意の正の実数 に対して， ， とする。

ページ 解答の上から ， ， 行目

誤　このとき

　　　　　 ，

　　ゆえに　　 ，

正　このとき

　　　　　 ，

　　ゆえに　　 ，

ページ 解答の下から 行目

誤　 であるから　　 ，

正　ゆえに　　 ，

『チャート式シリーズ　大学教養　微分積分の基礎』　　　　　　　　　　　　　　 年 月現在

-5-


